
　

日
本
は
自
由
な
発
言
が
出
来
、
逸
脱
す
る

意
見
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ロ

シ
ア
・
中
国
は
言
論
統
制
が
厳
し
く
、
政
府

の
お
気
に
召
さ
な
い
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
削
除
さ
れ

て
い
る
と
、
連
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え

て
い
る
。
し
か
し
日
本
は
民
主
国
家
と
は
い
え
、

首
相
を
国
民
が
選
ぶ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
台

湾
は
総
統
を
国
民
が
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
が
出
来

る
ん
で
す
。

　

国
民
党
の
大
会
で
総
統
に
選
ば
れ
る
や
、
李

登
輝
は
、

　
「
理
想
と
す
る
民
主
国
家
を
築
き
上
げ
よ

う
」

と
、
政
府
関
係
者
だ
け
で
な
く
野
党
で
あ
る
民

進
党
の
政
治
家
、商
工
界
代
表
、学
識
経
験
者
、

民
間
か
ら
も
幅
広
く
1
5
0
人
を
集
め
、
台

湾
史
上
初
の
国
是
会
議
を
開
催
し
、

民
が
支
持
。

　

1
9
9
6
年
、
国
民
に
よ
る
初
の
総
選
挙

で
圧
勝
。

　

3
期
目
の
総
統
に
選
ば
れ
、
真
の
民
主
政
治

へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
湾
が
世
界
で
も
有
数
の
直
接
民
主
主
義

の
モ
デ
ル
国
家
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
94
年
当
時
は
、
年
間
輸
出
額
で
台
湾
は

中
国
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
民
党
の
企
業
は
、
中
国
へ
の
進
出
に
力
を

入
れ
中
国
に
巨
額
の
投
資
を
し
て
い
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
れ
ば
技
術
は
流
出
し
、

中
国
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
」
と
、

台
湾
企
業
に
中
国
へ
の
投
資
抑
制
を
要
請
。

　

中
国
は
、
日
本
の
土
地
、
水
の
元
を
買
っ

て
い
る
の
に
日
本
政
府
の
対
応
は
ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
。
報
道
も
減
っ
て
い
ま
す
。
今
の
円
安

や
投
資
目
的
で
な
く
10
数
年
前
か
ら
取
得
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
水
源
を
抑
え
ら
れ
水

裁
政
治
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

台
湾
独
立
運
動
で
、
内
乱
罪
で
獄
中
に
あ
っ

た
20
人
を
釈
放
。

　

海
外
に
い
た
独
立
運
動
家
も
無
罪
と
な
り

台
湾
に
帰
国
。

　

憲
兵
に
連
行
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
李
は
、
特

務
機
関
の
警
備
総
司
令
部
を
廃
止
。

　

中
国
は
、
祖
国
分
裂
主
義
者
と
批
判
し
、

李
の
再
選
を
阻
止
し
よ
う
と
台
湾
沖
で
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
す
る
な
ど
の
威
嚇
を
繰
り
返
し
た

が
、
台
湾
人
の
多
く
が
こ
れ
に
反
発
。
ロ
シ
ア

も
そ
う
で
す
が
力
を
見
せ
れ
ば
い
い
と
い
う
の

が
反
発
さ
れ
る
ん
で
す
。

　
「
台
湾
人
が
ゆ
っ
く
り
寝
ら
れ
る
社
会
に
し

た
い
」

と
、
民
主
主
義
を
推
し
進
め
る
李
登
輝
を
国

一
．
総
統
は
、
台
湾
の
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙

で
選
出
す
る

一
．
国
民
党
政
権
が
、
中
国
大
陸
で
制
定
し
た

ま
ま
の
憲
法
を
改
正
す
る

一
．
対
中
国
大
陸
政
策
は
、
台
湾
の
安
全
に
配

慮
し
て
決
め
る

な
ど
五
項
目
を
決
定
。

　

独
裁
政
治
か
ら
、
民
意
に
基
づ
く
政
治
を

行
う
こ
と
。

　

台
湾
統
一
に
圧
力
を
か
け
る
中
国
に
ど
う

立
ち
向
う
か
、
反
対
派
を
納
得
さ
せ
る
た
め
、

就
任
演
説
で
は
、

　
「
客
観
的
な
条
件
さ
え
熟
せ
ば
、
中
国
と
の

統
一
を
協
議
す
る
用
意
が
あ
る
」

と
、
発
言
し
た
も
の
の
本
当
の
気
持
ち
は
、

　
「
中
国
共
産
党
政
権
が
、
民
主
主
義
に
な
る

は
ず
が
な
い
」
と
確
信
。

　

現
在
の
中
国
は
、
民
主
化
ど
こ
ろ
か
一
層
独

日
本
と
台
湾
の
架
け
橋「
李
登
輝
物
語
」

第
四
回

講
談
師　

一
龍
斎
貞
花  
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2
0
0
1
年
、
平
成
13
年
4
月
、
李
は
夫

人
と
と
も
に
関
西
空
港
に
降
り
立
っ
た
。

　

倉
敷
の
病
院
で
、
心
臓
病
治
療
の
た
め
で
し

た
が
、
当
初
日
本
は
、

　
「
李
の
訪
日
は
政
治
目
的
だ
」

と
、
抗
議
し
た
中
国
政
府
へ
の
配
慮
か
ら
ビ
ザ

発
給
を
し
ぶ
っ
て
い
た
。

　
「
日
本
政
府
の
肝
っ
玉
は
ネ
ズ
ミ
よ
り
小
さ

い
。
人
道
的
理
由
で
も
日
本
へ
行
け
な
い
の
は

お
か
し
い
」

と
、
珍
し
く
日
本
を
批
判
。

　

日
本
と
台
湾
の
窓
口
で
あ
る
交
流
協
会
台

北
事
務
所
が
ビ
ザ
を
申
請
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
の

森
喜
朗
首
相
が
ビ
ザ
発
給
を
指
示
し
来
日
す

る
こ
と
が
出
来
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

中
国
の
反
発
や
国
内
親
中
派
の
抵
抗
を
受

け
て
も
日
本
政
府
が
ビ
ザ
を
発
給
し
た
の
は
、

産
経
・
読
売
・
日
経
・
朝
日
・
毎
日
・
東
京

の
六
大
新
聞
が
揃
っ
て
訪
日
を
支
持
し
た
こ
と

も
大
き
か
っ
た
ん
で
す
。
珍
し
い
で
す
ね
産
経

と
朝
日
・
毎
日
・
東
京
新
聞
が
同
じ
意
見
。

　

総
統
退
任
後
も
活
躍
す
る
最
終
回
は
、
次

回
に
申
し
上
げ
ま
す
。

道
代
を
要
求
さ
れ
た
ら
そ
れ
こ
そ
大
変
、
水

道
代
が
ど
れ
だ
け
ア
ッ
プ
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　

95
年
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
招
き

で
私
人
と
し
て
講
演
。

　

中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席
は
、
李
を
台
湾

独
立
主
義
者
と
敵
視
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
6

発
を
発
射
。

　

こ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は
、
空
母
ニ
ミ
ッ
ツ

を
台
湾
海
峡
に
派
遣
。

　

台
湾
国
民
は
、
中
国
の
恫
喝
に
反
発
し
李

を
支
援
。

　

97
年
、
イ
ギ
リ
ス
が
香
港
を
中
国
に
返
還
。

登
輝
は
、
一
国
二
制
度
の
欺
瞞
を
か
ぎ
分
け
二

国
論
を
発
表
。

　

香
港
の
現
状
を
見
れ
ば
、
李
の
考
え
は
正
解

で
し
た
。

　

香
港
に
数
度
旅
行
に
行
き
ま
し
た
が
、
今

は
香
港
旅
行
し
た
い
と
全
く
思
い
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
方
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

香
港
名
物
だ
っ
た
海
上
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
経

営
不
振
で
廃
業
。
名
物
と
は
い
え
食
事
は
余
り

美
味
し
く
な
か
っ
た
で
す
ネ
。

　
「
国
連
か
ら
追
放
さ
れ
、
国
際
社
会
で
孤
立

し
て
い
る
対
外
関
係
を
打
開
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」

　

台
湾
の
安
全
保
障
の
た
め
日
米
に
対
す
る
政

治
工
作
。

　

ア
メ
リ
カ
政
界
有
力
者
や
、
当
時
の
父
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
り
、
こ
れ

は
安
倍
元
総
理
と
同
じ
で
す
ね
。

　

日
本
の
椎
名
素
夫
衆
議
院
議
員
（
中
華
民

国
紫
色
大
綬
景
星
と
い
う
台
湾
か
ら
勲
章
を

贈
ら
れ
て
い
る
親
台
湾
派
の
代
表
で
あ
る
と
と

も
に
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
元
国
務
副
長
官
は
じ
め

ア
メ
リ
カ
の
政
界
に
知
人
が
多
い
知
米
派
・
国

際
派
で
、中
曽
根
康
弘
首
相
と
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
の
「
ロ
ン
・
ヤ
ス
会
談
」
成
功
に

貢
献
）
ら
政
財
界
の
他
、
外
務
省
の
官
僚
と

数
か
月
に
一
度
、
日
本
・
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
が

会
議
を
行
う
な
ど
、
し
か
し
こ
う
し
た
活
動
を

す
る
も
国
連
加
盟
の
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

韓
国
と
北
朝
鮮
が
同
時
に
国
連
に
加
盟
し

て
い
る
。
さ
れ
ば
中
国
と
台
湾
が
加
盟
を
認
め

ら
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
活
動
す
る
も
近

年
は
、
後
進
国
に
積
極
的
に
資
金
援
助
を
行

う
中
国
の
強
硬
姿
勢
に
、
外
交
関
係
が
少
な

く
な
る
有
様
で
す
。

　

日
本
が
、
台
湾
と
断
交
し
た
の
ち
メ
デ
ィ
ア

は
次
々
と
台
北
を
去
り
、
拠
点
を
北
京
に
移

し
台
北
に
残
っ
て
い
た
産
経
新
聞
は
、
逆
に
北

京
か
ら
特
派
員
の
国
外
退
去
さ
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
98
年
よ
う
や
く
中
国
総
局
開
設
に
こ
ぎ
つ

け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
中
国
一

辺
倒
か
ら
、
台
北
に
支
局
を
復
活
さ
せ
台
湾

の
報
道
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

翌
99
年
、
台
湾
新
幹
線
を
、

　
「
日
本
の
新
幹
線
に
変
え
な
さ
い
」

と
、
李
の
説
得
に
よ
り
欧
州
勢
を
逆
転
。
こ
れ

は
た
だ
日
本
を
愛
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、

地
震
の
多
い
台
湾
の
実
情
か
ら
、
日
本
の
地
震

対
策
技
術
の
良
さ
を
ご
存
じ
な
れ
ば
こ
そ
の
推

薦
で
し
た
。

　

日
本
の
新
幹
線
は
、
こ
の
前
の
地
震
で
残
念

な
が
ら
初
め
て
脱
線
し
ま
し
た
が
、
台
湾
新

幹
線
は
快
適
に
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
私
の

八
田
與
一
の
鳥
山
頭
ダ
ム
ツ
ア
ー
の
時
、
高
齢

者
割
引
の
恩
恵
を
受
け
ま
し
て
、
こ
の
割
り
分

が
食
事
の
時
の
飲
み
代
補
助
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
0
0
年
、
74
歳
の
李
は
総
統
選
挙
に

出
馬
せ
ず
後
任
に
推
し
た
連
戦
が
、
民
進
党

陳
水
扁
に
惨
敗
。
そ
の
責
任
を
取
っ
て
国
民
党

主
席
を
辞
任
。

　

総
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
、
こ
れ
も
民
主

化
を
推
し
進
め
た
れ
ば
こ
そ
の
結
果
で
す
。
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